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①　地震について正しく説明しているもの１つに○をつけましょう。
　（　）　地震は、夕方から翌朝にかけて起こることが多い。
[bookmark: _GoBack]　（　）　地震は、秋から冬に起こることが多い。
　（　）　地震は、大きな都市で起こることが多い。　災害への万能な備えはない。想定外の事態が起こった場合を考え、できる限りの備えをしておくことが重要である。

（○）　地震は、いつ、どこででも起こり得る。

②　地震への備えや対応として、正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　日頃から家具の転倒防止や避難所確認の備えをしておけば十分である。
（○）　災害時の連絡方法や避難方法等を家族で話し合っておく必要がある。
　（　）　どんな地震が起きても、同じ方法で身を守ることができる。
　（○）　発生する時期や時間、場所に応じた身の守り方をする必要がある。

③　地震発生後の避難所について、正しく説明しているもの２つに○をつけましょう。
　（　）　被災地域が広いため、他の災害に比べて避難所を利用する人が少ない。
（○）　プライバシー確保のため、自動車の中で生活する人も多い。
　（○）　住宅や地盤が崩れることもあるため、地震がおさまっても帰宅できない人が多い。
　（　）　避難所では、お年寄りや乳幼児、妊婦、外国人、障害者等、たくさんの人が生活するので、孤立する人は少ない。

④　大きな地震の影響で、避難所生活をすることになりました。避難所は、いろいろな年代の人やけがをした人、泣いている子ども等でいっぱいです。支援物資も少しずつ届き、配給も始まっています。
避難所における中学生できることとして、適当なもの２つに○をつけましょう。　被災した時は、避難所運営の一員として、自分にできることに取り組むことが大切である。他にどんなことができそうか、考える契機としたい。

　（　）　食事や物資の管理
　（○）　幼い子どもの世話や遊び相手
　（○）　避難所の掃除
　（　）　病気の処置

☆　防災学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。



